
別表２：大田原地域

事業名 事業効果 実施体制

①及び②
・市民、近隣自治体住民、訪問
者等のイベント参加（周知活動
含む。）を通じ、自転車及び
コースの活用が推進された。

・エコポタMapや参加賞により、
地域経済の活性化に繋がる
コース上の店舗等への立ち寄
り・再訪による消費行動が促進
された。

・１年目の実施内容が大変好
評であったため、２年は自転車
を愛好する市外からの訪問者
が増加し、地域活性化に寄与
した。

・地域内の自転車関係者やグ
リーンツーリズムなど活発な活
動を展開する車座会議構成員
が協働する実施体制で事業を
実施し、それぞれの得意分野
を活かして、魅力的な事業を展
開することができた。

主催：市

協力：
自転車専門家
等（那須ブラー
ゼン、ポタリン
グとちぎ、地元
自転車事業者
（スズキサイク
ル）、栃木県な
かがわ水遊園
（地域内でポタ
リングイベント
を実施））

自転車専門家
以外（（株）大
田原ツーリズ
ム、市観光協
会）

実施概要

【取組の成果】
　①　既存の地域資源（公共・商業施設、観光資源、自然等）について、実証事業への活用という観点から再確認をした
結果、地域の魅力の再発見にも繋がり、有効活用することができた。

　②　車座会議及び実証事業をを通じて、今まで環境部門と関連が少なかった分野の関係者（自転車・観光事業者等）と
の連携体制が構築された。

　③　自転車関係事業者やグリーンツーリズム事業者等の車座会議構成員との協働体制での事業実施を通じ、行政とし
ての事業終了後も、地域での継続実施を可能とする連携体制を構築できた。
　
【未来志向の地域づくりの観点からの成果】
　「環境（地球温暖化対策化）」の視点からの取組や、市役所 の異部門や異なる市内事業者による連携活動が、地域活
性化に繋がることを、 本事業参加関係者間で共有できた結果、今後の新たな地域活性化への展望が拡がった。

【事業終了後の展開】
①　市としては、ポタリングイベントの実施は終了し、作製したおおたわらエコポタMapの普及等の自転車の活用の啓発を
継続予定

②　車座会議構成員については、地域でポタリングイベントを継続して実施する考えの構成員（事業者構成員）がおり、他
の構成員も協力予定

③　自転車ガイドツアーを事業化した構成員（事業者構成員）がおり、今後も展開予定

　大田原エコポタ
(おおたわらエコポタ）

①エコポタリングコースの設
定・普及
　市民や観光客の自転車
（ロードバイク等）の利用を推
進し、省エネ行動を促進する
ため、エコスポットを巡るポタ
リングコースを設定し、当該
コースの普及を行った。

②エコポタリングイベントの
実施
　自転車及び①のコースの
活用促進のため、エコポタリ
ングイベントを年２回程度実
施した。

①エコポタリングコースの設定・普及
・地域の自転車関係者と連携し、地形やエコスポットなどの地域特性
を活かしてエコポタリングコースを設定した。

・市民へのポタリング（自転車の活用）及びコースの周知啓発を行っ
た。

・コースの魅力的なスポット（飲食店等）を取材した情報をイラストとも
に紹介する手描きの「おおたわらエコポタMap」を作製し、②のイベン
ト会場やHP・SNS等で周知した。（H30（2018）作製）

・コース上の店舗等に協力を依頼し、店舗の紹介（サービス提供箇所
有）をエコポタMapの裏面に掲載した。（H30（2018）作製）

【H29（2017）実績】
２回のイベント用に４コースを設定

【H30（2018）実施概要】
「おおたわらエコポタMap」を作製・ＨＰ等で普及

②エコポタリングイベントの実施
・エイドスポットや会場での地元産のエコな食材を使った食事の提供
や、会場におけるエコに関する啓発展示などを盛り込んだイベントを
実施した。

・参加者には、地域で市内の施設への立ち寄り・再訪に繋がる招待
券や地域おこし協力隊作製の地域にちなんだノベルティ等を配布し
た。

【H29（2017）実施実績】
・６月開催分　参加者数：89名（募集人数：100名）
・９月開催分　参加者数：90名（募集人数：200名）
・二酸化炭素排出削減効果：0.61t

【H30（2018）実施実績】
・６月開催分　参加者数：126名（募集人数：100名）
・９月開催分　参加者数：183名（募集人数：200名）
・二酸化炭素排出削減効果：1.10t



平成29（2017）年度 実証事業

平成30（2018）年度 実証事業(エコポタMapは市職員がイラストも含めて作成）


